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1 序論
紫外光で活性を示す TiO2に対し、太陽光の

利用を考えた可視光応答光触媒に関心がよせら

れている。我々は新しい光触媒として期待され

ている SrTiO3の微粒子を作製し光触媒機能を

調べたが、可視光応答性は極めて低いことを報

告した。[1]本研究ではこの SrTiO3に遷移金属

である Coをドープした微粒子を作製し、物性

評価と光触媒活性の変化を調査した。

2 実験方法
SrCO3, TiO2, Co3O4 の粉末を一定の割合

で混合させ、大気中、または酸素雰囲気中で

1000-1400℃で 24 h焼成した。この焼結体は

XRD,XPSを用いて評価した。この焼結体をター

ゲットとして液相 PLA法を用いて微粒子を作

製し、PLA溶液試料をUV-Vis-NIR分光法によ

り評価した。また、大気中、酸素雰囲気中で微

粒子溶液を蒸発させ薄膜作製を行い XRD,XPS

を用いて評価した。薄膜試料の光触媒活性はメ

チレンブルー水溶液と青色発光ダイオード (470

nm)を用いて分解反応を行いメチレンブルーの

分解量をUV-Vis分光法を用いて算出した。Co

の結果を検討するために SrTiO3微粒子を作製

し比較を行った。

3 結果
酸素雰囲気中で焼成した焼結体からXRDに

より SrTiO3が生成されていることを確認でき

た。さらにXPSの測定結果よりCoが存在する

ためドープができたと考えられる。

薄膜試料では大気中で作製したものはSrCO3が

生成されるが酸素雰囲気中での作製や、750℃

以上での熱処理によって SrCO3 が除去するこ

とができた。XPSの測定結果より薄膜試料にも

焼結体同様、Coが含まれていた。図 1のメチ

レンブルー分解実験結果より SrTiO3は微粒子

状態でも非常に活性が低いのに比べ、今回作製

した Coドープ SrTiO3は可視光下 (470 nm)で

光触媒活性が向上した。

図 1メチレンブルー分解実験結果

4 結論

SrTiO3微粒子と比較して、Coドープ SrTiO3

微粒子は可視光下 (470 nm)で光触媒として機

能が向上することができた。
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